
Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

15 − 114

太嬲 切 メプ （P 一 絵 ・ 絵 本鼎 ・β く 唾 し噛 味

襷 弓 務 ヲエ

・完

1…丐題盤 轟、蕊 辷．

三 人 の 夕 男 り 邂 鏡 緯 む 給 の 資 料 に 初 胡
・
て 出 ｝ 八 賜

｛F ￥（a 薯 亨テ 星）の 伶 フ t： ＝ 枚 り 躍 魚 で 函 5 ． ユ れ 嬢

．軅 紛 鼠 幽 鱈 か
’
v，・ て e

・
　

，s 紛 でな
一
ひ 聾 2， と

翻 し ft　｛の
．
であ 卸 欝 畷 軆 碗 急 ty ‘啀

ッ マ 抑 爵逼 Li 菩セ み 簸 縛 ち．　 s貨正2 豊 爾 【二 L＄ ツ 2・、董
一

風 入 敷 3 ・磯 t2　9：・k 風 少 し 動 か し
．
て同 じ

’
＄ う艀 坊 ラ、

k れ 乞 く り遜 ｛ て
一

春 わ ジ し マ 血 辜 εさ もr） で あ
7d

。

（ヌ列 の 　2 矛 Se ．Q　9 ．多 ピ も が ・民隣 同虚 宦 み を i り

遷 し重卵
鹽

し．諏 琶 鱈 隼3．　：
一
琶 r 侮 7 凸 作 畠 髫

「

x
’
ひ 3 予 も

と 富 ， L ： 匕 簿 ．幺 奉皇 ， r 彫 tz 対 し て で
’
tPt　taく．

〈　 ’」蓮 罠 韓 紗 イ か 到 ・ 対 し マ 急瀞 ち鏑 匕

象 増 け も も φ と 考 え ］ v 二 の 事it　； ど
』
亀q 太 鴎リ

イ メ
姻

ジ kt ＞ 廴 み ¢ に 重罍 rs 莫 ILネ し て
・； 3 。

『1皿
無 亀匙 底醗 蕊 凹 髄 ‘℃．瀕射 線 又   モ れ に 蟶 》 融 で表

わ
．
亨 ze 熔．記 罵の 革 う 1＝ 国良 駕 しお らの で 羸 る

。

し か し縛 婁
．
ポ ノ 子 ピ 畠 崢 覧の き 〉 に 混 堂的国 冴彡を 矯

フ 以 飾t’： Ltず 箋 告 匕 IL　r： イ 式
一

ジ 苫 碼 ツ と 考 え 多。

Y 巧 二 隷 劔 初 ツ諏 か ラ八賜 リ イ s
“t

三・つ ，縁詞 動 畠

奄 OP毎 一
ワ じ ヒ ζ．《 リ』壓 し Lwdi2 ヒ リ ♪運 動 絢 イ

メ
　

シ
鹽
箆 ヒ ら 廴 謬 ＝ 匕 と 存

一
冫 t：。

1司愚 吻屡 蹴　 　
く ウ趣Lし ヒ 園転惚 多 ど 書の 生 浩 今 彳t； し ‘ガし 「ぎ見

う躯 珍 n 又絵 興 撃艇 ξ見 ラ嵌．
一
澱 に 鍔画 匕 言わ 扎

毳絵 臼 ぐ b ぐ ｝渦 巻？螺 線 13 ： れ
一ビあ i、 与 ビ

’
も

噂 喙轆 脳 ・ 槻
・
嚇 絵 本 t・・ ts

’
・ノ zt ．い ノ亘 し

t ・’f　 ｝f 一
嬲 vaSm　e一み う れ．1 。 ・ れ ら φ 絵 asの イ

メ
鼎

》
亀

む 溜 匕 急 『島 ど ｝ 本 ド グ
’
ラ 7 葺 伶 り．こ れ t“｝

ご 亀の 絵 彎 窄 の く ワ逆 し 匕 蜀恥 9 彡裂匕 ご e 様 膳 舛

魍 篭 毘璽 暑
・
e ・ ス ．Kl ，豊 し こ 嚼 乾 か 滅表方 み 予 ど

層
乞

t； t ヅ T ご
」
つ 糠ら 童唯 t 才辱 フ e・汚 え z み tz し’。

謡会本 に 説
「
し　｝ く り返 し

｝ vr 吻 絵 本 芝 く 黌蓮 し詭 む 二 匕 で 鐸 ts く．； ユ で 1蛮

鯰 夲卑中 瞬 濁 t”謬 う 蕗 搾動．喝面 ボ 《 ワ題 し 出 て く

5 謬 の 即 9．く ウ返 し 譌 t 書わ れ ム 右の e： 7 ・
’ て 考

丸 ｝ 。 現 旋 訪 吉 京．マ ） 5 絵 本 の 守 が ラ ユ れ
．
9 あ げ

層

S 匕．「≧び 寒の ヤ ギ 弓 が 当 が ラ ビ 動 隻 」；

’
く ガ天tes

S・，ltt’h τt し し 私 曼 4ttfX か あ さ ん r：

』’
ソ す9J　

「

t り つ

碓 ウゾ翼 ろ う の に 奄ぢ
『
yj

「

s リ
ー

ち ヤ る 匕 び ノ しゴ三 3こ

お Φ ヒ ニ ヒ ニノ三・r つ ≡h 人 つ 嵜 S う 狂
’
v2re 教 多 く 勗

護e 　 こ れ 5 『｝∫F 島 h フ 斈雌勿語 の履 嗣 仁 便 LS．  く り

遅 し P 器 リ起 5 イメ
ー

コー“巧 戔 化 「喜）く り遵Lし の 速皮

  イ K −
；
一・

　q 上 昇 を 湧 救そ れ ￥
・・
れ ・T一ド

』
ク
幽’
ラ ア E　fk

つ 覧 ．年 晶 に 誤 リ蜜＝．
r＝ 本 ド

9
ゲ ラ フ を 晦

・
フ が ：絶り

卿 当 全 く遺 ・ r＝ タ イ プ の 三 ・
・ 忍 酬 ア

“
乱  

翫 ． し L
’
　 th　 tzん

一
e）
’
　
−
c
・『
  線 蒜

．’
t れ 椹 脇 匕 齢 ’

失勤 ⇔ 蹴 か ラ、 早 ・瞳 度 の く Vur し t＝r
・　
・
1

蠑線sg ！： L 辱
1il
　3． 監 び

．−e の や ぎ の が
t7

て々
’
吟 ご

’
萄

匿 【字 じあ が ラ査蚤鱗 紹 F ち蕚毎 と 浮辱
・
・

．
1 彳了動 と 翹 セ

障雷lz　A．　 tJ
下 降 し，　i　OP く リ遷 し つ   グ 1ブ ク線 e・1ポ

わ り に 強 》 礁 星謹繭 ti屏
．．
丶 ： 向 う。   、云

’
r：擁 し ＝ t

も iV ．喀 じ
‘
動て 象隊 出 亡こ 手月杁 ⇒記慮忍 三 〔司番わ フ

．
ζ

蒙 1： 帰み 茎で の 三 フ
o
） 重 ts．・ 鳶 円9K り遼 し で南

3e 上 甑 L：．　Pg レ
’
1．（ メ

…
シ
’

〃1帯 ド グづ フ 嶋 蕃釁当す

磴 旨颪 訴 み 移れ さ．（ス id ド丿

重会 乙 絵 本じ 訂 け る く ワ巫 し9 　ヒ味

給 広 1： 竇 け ｝ 〈 靦

ナ遷．し の
「
多 く £？，　イ メ

ー
デ
甲
OP 上 昇

t　 「a う・郷 ’ 〈
　冖

埠 抽 挫 ・↑響 賻 ・ 厳

轡 と に フ 砺 が 彡 ユ し z．辮 フ ト 。み ビ 琶 り 鑷 凪 と 玄

わ れ 翫 　ぐ み ぐ ｝ 渦 巻 ヤ 螺線．ヅ グ†野
’
プ緯 彰

工れ

甚 癌 ・’ 耗 5 ビ 售 が 描 く z し し等 フ マ
ー ヲOP　tX 羅 E

歩み ．才齢 終 鴫 時 じ し籀 足馨 匕成長磨 綴 ｝・ ．L

り う こ t が 考 廴 うれ る。金讐舐 1 
1’
か ワ Z

幽圏
餅 島 く．癶 チ

K な フ て か ち 乞．絵 q 寧 tz ｛ ウ鍵 し か
4

匙今 れ，入 同

び ア
ー

マ 9 く り 轟 し 董 甦s れ 5 ．Y （6 孝 le　P，冫 lx、

ス ヲ イ ド‘界 ち め に 購 ‘功 ・・ 7 マ 凶物 凰 岬
‘二 稜 1： 吏 嚢 9．　va　v て か 》 t 。 渦 as　e く り 堤 し ウ弋人

同 嘩 鬣 の
『

畫鮮こ r； フ で り み。　Yt ？ 鬘 OP頃 ．
「

s 血 L

尺 爭 く 「g っ r＝ う か ん ご
’
ふ セ K．　Li　Vdi｝ の ・　ぢ か ラ緩

q 七 亙 長 く 崢1ポ し 汽 ＞ r
  匕 k7 て

・i　コ 。襞 ＆轡

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

色

ば
』
口 庵護婦   ん ↓ゴ 5s ） と 即ち碍 長o イ x 一

三．・’

t ’渦 巻の く
1
ノ題 し u 瞳 勧 合 ． 了

一
ワ っ 鎗 り

聾 出 貸 て V ｝．こ ・P　 ts うに 鎗 ζ 詮 本 匕 り く ワ

Ut し 1“， ・
げ れ t蔵 景 の dX 『

…−t層へ と フ f多 が
’
η

リ く い ’

ラ竃嚇 醤 ・ te ．
で
層
勘 ＄・又   ・∫ご 凹 乙

z し   こユ 見う れ ム よ ）r3 噌 ｝ヤ か rs 詞 孛i黜L：．更 に 塵

度 グ 第 ち ｝ 乙 回 転 の S う に L； 見 k．　reく 鳶 ）・
＝ り 暁

イ メ
ー

附 の E 昇 L？ 生 kC ｝ り よ ）に 翳 え 言．　 し か し

日ig　tS　i魯 の ｝ く tT ，　二 〇“t や3 ヤ が re 田 孛i て

圏’
詞 ツ，5一

ど
』
t9 成 辰 ヒ

・
り ．艮 り 時嗣季魍 の 中 で 昆 ｝ 時，ウ｝

ヤ か 广膕 乾 つ い ノ返 し b・“ES 　tt． ヤ 1初 窟畏 へ 匕

フ te ポ 乙 茅tL て 奮 畦塚 り
こ 匕 と 畧 ラ。

表 z 　
「

わ 亡： し と あ ｝｛ ん て二

」

表 1　   ．5こち め し ； こ  

1承 じ
層
あ 出

P
畠 3 三 べ

’
ん 審わ 3 劣

隔
わ 丿

婚 洲 畑

　13 ご冫5こうて勧

　 三
「「

円
1就 凍 外へ

鹿膨 鳶

9 め ん ビ ソさρ

藁 ．

・L，謝 ・
』
ぢ
』
ま．τ

黴
・か 鱒 が 鋤

か あ み て
り

勅

厂
謡 ’

．
麁 己  乙 二 匕 こ う・

け 春ぽ ・、3ぐ
匸
ラ．蜘

鹽
う

・け へ 篤 か 乙 軸 り
　 　 　 　 　 　 　 　 」

く 撃茹 τ．

同 r 讓 でソス
“
ミ〃

じ 同 岼 種抑 く樋
しザ か か れ る

イメつ
’
螻 fu 随 り

が くり題．す二 」
“

r： 奇 し り．

言｝し畜穹
み
・’観 誌

ラ．

1
　　 か 勧 る．

」

ネ

ド

ク
’層

ヲ

フ　
ノ

宣鄭 くソ遜 橇

み可 ウ フ 切 匕し

r・ 嘩 幺物 県

乙 嚏 5．

　 　　 葡ん ビ
’
り

　 　 、

6
　 　 　 レ’ぬ

彪
一

鳶 ミ　 、

　　　　＿ 2

」

1劃
1
の く ウ遞 し　1 回 ヤ 「1国 と》 3

　　　　　　　『
く

」1凄 し 3  
〜’鰡 クラづ マ

吃7 ク ス 訂 わ り
　　　　　　　
1

　　　　　　　　
♪

4
〆
1

三

卓恥 の 守離

か 【暢 、

餌 物 し9 訟鼻 ’

ノぐ ツ タ．か え 5 ．か 硝 、り亨．か しアす

聡 叡 ε玳 ん

で燃 τ｝
”
り

でユ し 觀 得

動物 か
鹽
畜ピ π 犠

£ 兮 く り遞 し題同 じ
’
嘆

しう吻 蔀 恥 ん か働
r
己

尋 τ べ 蝦 L 玲 鵡 τ 曳

れ 募

寒 陽噛 ・ 埒
卸 伽 釈 うしラ

り

斐
ダ啗

賛 ぎ 1へ 帆 の 噸 1・ 臨 お し匕驥

噂   駆 臆 ぢ，
駆 励 夏購 微 橘 匕選 げ

〜〜 懸姿むφ
・・

く嗹 ．しの リ刃 ム ‘＝ ，

「
な 炉 遼壕膣 早 く功 ，
｛メ
ー

劉 τ磯 塩し衂
黥 あ．わ 藷 し鯵蝋 し

・’

9．匕 ぴ 釜 ソうれ い璽

イメ
ー

穿 う上 昇匕 零グ

虞

森 々 に μ
一

ジ
噛

牡 零 を 磨
’

け 鵯　　　　　　　　　　　　　　層 F
髄

ド

7一 一争

7

ア
鹸

→ 浮

鯰 q 胸

謄P塾i

一

i報 痢 か 宋

薯く影卵   繰

　 　 ←

以 洞 む
幽
お ら 入 稲 的 ‘毎派 喝 沙

激 L
烈 ・ 輪

光徽 購 か
・

線 ・ 琉 お
”
嶝 色

で 弛 凋 増し3　　　　　　．

表3　
「
為ぴ

幽
を の や を

’鹽
吟 oぐ ラDi

・「
ラ t

”L
）

匚享 じ
卍
あ

一ひ
゜
を 皀 研 ヤ 缶

’亀
二 む 書 邑 円 ヤ董

”
三 ガ 謦 a の   寶

L邑
誌
・
わ ワ凾

’
小 セ ・’

”
吾 か 陪 と か τ， ・ ζ

ト゚財’凵 吻 屈 η鮮度
゜

嶄梼 ・’

　 　 　 　 トロ邸

・少 帆 董 り

　鴫
・蚤 が

’
託 ゴ と が 梶 ゴ

’ケ し熊贋が 上 7劬

・も7 匕 穴 キ
・・

7 か
’
ワ βん 訪 匕ん

　 が り f》る ゴ7 匕 ん ．
・ト降 ル 需リ為 に h3

　ス
　卦

　易
　苑

　 不
　 ド

　 グ
　 ラ

　 7

絵 q 物
杰 F易

ぷ 窃 うし Lて

セ 郭 の1ぎ
’
7 て

U く，
は じ榊 蹴

む場 印 か 流

互ホt ｝．

　 　 　 孑

直線 的 紡

岌楙 射 綿 嬬

卜卩佑

　　　　　　　　　■
　　　　　‘‡げ

噛
しく戦 う

　　　　 螽連

昔色 ・ 人 気ウ
・匕 ソ孝

・’ て り 言．

猟 φ巧 や 未へ の 1轟 Z

・峰 叡 聡 ．

垂直的 す跡 舵 ）し9 旗

鮒 綿 ．全 体 か 哽 色

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

．


